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はじめに：
愛知芸術文化センターの現状
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2022年度から愛知県では、県美術館と芸術劇場を設置す

る複合文化施設である愛知芸術文化センター及び愛知県

陶磁美術館について、両施設が持つポテンシャルを生かし、

ブランドイメージの向上、利用者層の拡大、賑わいの創出

を図るための方策を検討してきた。

その背景としての、「あいちトリエンナーレ2019」における

「表現の不自由展」をめぐる事件。

1．愛知芸術文化センターの現状
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2024年4月、両施設の今後の望ましい運営手法や経営形

態、民間活力の活用の方向性等を「愛知県文化施設活性

化基本計画」として取りまとめた。

今後、基本計画に基づき、芸文センターの建物管理及び

芸術劇場へのコンセッション方式や公募型の指定管理の

導入、県美術館及び陶磁美術館の地方独立行政法人化

について、その可能性や効果等の具体的な検討を進める。

1．愛知芸術文化センターの現状
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1．愛知芸術文化センターの現状
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「公共施設等運営権（コンセッション）方式を導入することと

し、愛知芸術文化センターの建物と愛知県芸術劇場の運

営・維持管理を一体化することにより、利用者サービスの

更なる向上と効率的かつ効果的な運営を実現する」

（出所）愛知県（2024 年11月）「愛知芸術文化センターの建物

管理及び芸術劇場の運営（愛知県芸術劇場等運営等事

業）に関する基本的な考え方」＜

https://www.pref.aichi.jp/uploaded/attachment/537332.pdf

1．愛知芸術文化センターの現状
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（出所）愛知県（2024 年11月）「愛知芸術文化センターの建物

1．愛知芸術文化センターの現状

地下３・４階駐車場については、
株式会社東海放送会館が区分
所有しているため、本事業の対
象外
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（出所）愛知県（2025年1月）「愛知芸術文化センターの建物

1．愛知芸術文化センターの現状
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（出所）愛知県（2025年2月）「愛知芸術文化センターの建物

1．愛知芸術文化センターの現状



「コンセッション」とは

２
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コンセッション方式（公共施設等運営権方式）とは、

改正 PFI 法第二条において、公的主体が所有権を有する

施設（利用料金を徴収するものに限る）について、運営等

を行い、利用料金を自らの収入として収受する事業と定義

されている。

2．「コンセッション」とは
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（出所）観光庁（2020）「MICE 施設におけるコンセッション方

2．「コンセッション」とは
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事業年数：概ね 15 年以上の長期間の設定

収益向上余地の事業展開や追加投資・グレードアップ投資、

コスト削減等を促進し、効率的・効果的な施設の管理・運

営を行うもの

（出所）観光庁（2020）「MICE 施設におけるコンセッション方

式活用推進に向けた調査等事業 取りまとめ説明資料」

＜https://www.mlit.go.jp/kankocho/content/001354643.pdf

2．「コンセッション」とは
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（出所）内閣府（2011）「PFI法改正法に関する説明会資料」＜

2．「コンセッション」とは
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（出所）国土交通省（2016）「平成27年度 国土交通白書」＜

2．「コンセッション」とは

2015年12月1日に東急前田豊通グループが設立した仙台国際空港（株）に、当初
30年、最長65年の運営権が設定された。
空港におけるコンセッション方式導入の第1号案件。
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（出所）国土交通省（2016）「平成27年度 国土交通白書」＜

2．「コンセッション」とは
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はたして、「劇場・音楽堂」に追加投資やグレードアップ投

資を行うことによって、その投資分を回収するだけでなく、

さらなる収益を上げることは可能であるのか？

2．「コンセッション」とは： 大きな疑問



これからの劇場・音楽堂
－愛知県を反面教師として―

３
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（出所）愛知県（2024 年11月）「愛知芸術文化センターの建物

3．これからの劇場・音楽堂

地下３・４階駐車場については、
株式会社東海放送会館が区分
所有しているため、本事業の対
象外
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愛知芸術文化センターのコンセッションにおいて、「劇場」

はコンセッション（運営権）の対象となったのに、「美術館」

は対象外となった。

これからの「劇場・音楽堂」の在り方を考えるにあたり、この

背景について、考察する必要がある。

その理由は、「愛知県美術館が県直営である」ことが理由

ではない。

3．これからの劇場・音楽堂
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（出所）愛知県（2024 年12月）「愛知県美術館及び愛知県陶

3．これからの劇場・音楽堂
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「劇場」と「美術館」の違いは、大きく以下の2点。

一つは、「学芸員制度」。

もう一つは、「コレクション」。

3．これからの劇場・音楽堂
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（出所）文化庁「学芸員になるには」＜

3．これからの劇場・音楽堂
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劇場・音楽堂の「プロデューサー」「芸術監督」等を、文化庁

が資格認定する仕組みを構築するべきか？

もはや国家が人材の能力を認定するという時代ではない

のでは。

3．これからの劇場・音楽堂
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もう一つの相違点「コレクション」はより重要。

劇場・音楽堂に「コレクション（アーカイブ）」がないことは、

運営事業者の交代を容易に思わせる要因かもしれない。

劇場・音楽堂に「コレクション（アーカイブ）」としては以下の

2つが想定される。

一つは、デジタル・アーカイブ。

もう一つは、リアルなアーカイブとしての「レパートリー」。

3．これからの劇場・音楽堂
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（出所）文化庁「法改正で変わる日本の博物館」＜

3．これからの劇場・音楽堂
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（出所）EPAD（舞台芸術アーカイブ＋デジタルシアター化 支

3．これからの劇場・音楽堂
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これからの劇場・音楽堂は、公演の記録を「デジタルアーカ

イブ」として整備し、これを教育、福祉（バリアフリー上映

等）、研究等に活用していくことが望まれる。

3．これからの劇場・音楽堂
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もう一つ：リアルなアーカイブとしての「レパートリー」。

県内の劇団、ダンス・カンパニー等のパフォーマンス・グルー

プが各団体の「レパートリー」となる作品を制作することを、

劇場が支援する。

もちろん、劇場によるオリジナルのプロダクションのレパート

リー化もあり得る。

3．これからの劇場・音楽堂
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